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平成２９年度佐賀環境フォーラム実績報告                 

１ 実施体制 

   佐賀大学、学生スタッフ、市民スタッフ、佐賀市で構成する実行委員会形式 

 

２ 受講等 

（１） 受講要件  高校生以上     

（２） 受講料 （年間：※スポット受講は講義のみ） 

◇ 一 般 ： ５,０００円 

◇ 学 生 ： １,５００円 ※佐賀大学生は無料 

◇ 法 人 ： １口 ５,０００円 ※１口で 1 人枠とし、誰が受講しても可 

◇ スポット受講者 ： １講義につき  ５００円  

◇ スポット受講者（学生） ： １講義につき  ２００円  

（３） 参加者数 ※［参考：昨年度参加者数］ 

◇ 一 般   ：１２名［１５名］ ◇ 佐大生      ：４０名［６９名］ 

◇ 法 人   ： ３社［ ３社］ ◇ スポット     ：６０名［３８名］ 

 

３ 事業概要 

 （１）講義 

期間 ：平成２９年５月１１日（木）から平成２９年７月６日（木）まで（全１２回） 

時間 ：午後６時３０分から午後８時３０分まで（※質疑応答含む） 

会場 ：佐賀大学教養教育１号館 １１１番教室 

 

一般 佐大生 法人 スポット 合計

佐賀大学　総合分析実験センター准教授
佐賀環境フォーラム実⾏委員会　事業部⻑ 兒玉　宏樹　氏

2 佐賀県の外来魚 九州大学大学院農学研究院
アクアフィールド科学研究室助教 ⻤倉　徳雄　氏 10 22 4 6 42

3 海洋エネルギー開発の現状 佐賀大学　海洋エネルギー研究センター
准教授 今井 康貴　氏 8 14 4 4 30

4 ドイツの環境NPO最新事情 一般財団法人セブン-イレブン記念財団
地域活動支援事業マネージャー 小野　弘人　氏 10 23 3 8 44

5
生物多様性の保全と持続可能なパーム油
から創り出された次世代界面活性剤の開
発

サラヤ株式会社　総務人事本部　産学官連
携事業部　兼　環境事業推進室　部⻑ 竹内　光男　氏 10 16 4 3 33

6 住宅の熱環境と健康 佐賀大学大学院 工学系研究科
都市工学専攻 教授 小島　昌一　氏 7 15 4 7 33

7 “拾う人は捨てない”
ボランツーリズムの想い 壱岐島おこし応援隊“チーム防人” 代表 中山　忠治　氏 10 16 4 3 33

8 「排出ゼロ」をめざすパリ協定と温暖化対策
の今

特定非営利活動法人気候ネットワーク
京都事務所　研究員 伊与田　昌慶　氏 10 22 4 8 44

9 「食品ロス」の現状とフードバンクの取組み NPO法人フードバンクかごしま
代表理事 原田　一世　氏 9 17 4 5 35

10 マクロベントスにスポットを当てて沿岸海域の
環境問題を考える

佐賀大学　低平地沿岸海域センター
特任助教 折田　亮　氏 7 14 3 3 27

11 持続可能な発展へ向けて
―環境問題を経済学の観点から考えるー

佐賀大学　経済学部　経済学講座
准教授 谷 晶紅　氏 8 18 3 4 33

12 深化する共生農業と循環社会 株式会社アミタ持続可能経済研究所
主任研究員 本多　清　氏 7 15 3 7 32

18 4 2 30
水環境班、えこいく、ちゃりさがさいせい、シックスクール、温暖化防
止ネット、さが環境推進センター、元気勇気活気の会

61 環境問題概論、フォーラム概要説明

回 参加者数講　師　名所　　属　　等講　　義　　内　　容
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（２）体験講座   

１）環境学習会 

【日時】平成２９年５月２７日（土） 

 【目的】自然や環境について理解することで、自然環境を守り、育むという環境保全意識を増進

することを目的としている。 

   【内容】佐賀市神野公園の大池を池干しし、外来生物の駆除および水生生物調査を実施した。 

２）ごみ探検隊 

【日時】平成２９年６月１８日（日） 

  【目的】佐賀大学本庄キャンパス構内のごみの分別について調査することで、３Ｒや循環型社会

の基礎を学び、ごみの減量化に努める環境マインドを養うことを目的としている。 

 【内容】キャンパス内に設置されているごみ箱の中身を調査・分別したのちグループ毎に改善策

の話し合いをし、全体発表をとおして意見の共有をした。その後、平成２９年度からの

取り組みとして事前に各自学内のゴミ箱の状況調査をし、その報告を行った。 

 

         参加者数 （ ）内は昨年度の参加者数  

内  容 一般 学生 スタッフ 計 

ごみ探検隊  2（ 3） 15（32）  6（ 7） 23（42） 

環境学習会  7（11） 14（33） 14（10） 35（54） 

計  9（14） 29（65） 20（17） 58（96） 

 

 

 （３）現地見学会 

 【日時】平成２９年８月９日（水） 

 【内容】福岡市中部水処理センターやまみずピアを訪問し、下水バイオガス原料による水素創エネ 

技術の見学および海水淡水化施設の見学を行った。 

午前） 福岡市中部水処理センター（福岡市中央区） 

午後） まみずピア（福岡市東区） 

        

           参加者数  （ ）内は昨年度の参加者数  

 一般 学生 スタッフ 計 

参加者数 4( 6) 16(33) 4( 6) 24(45) 

 

 

 （４）ワークショップ（ＷＳ） 

   １）グループＷＳ 

   ①水環境班（7 名）        ②環境教育班（4 名）  

③チャリツーリズム班（4 名）   ④シックスクール班（3 名） 

   

【スケジュール】 

 

   

 

   ア 主な研究内容と研究成果 

①水環境班 

  【内容】ホタル川や市内のホタル生息地における水環境調査によって、生態系に配慮したホタル

の復活について研究する。 

【成果】ホタル川や五領川の水質調査を行い、その違いや文献などを参考にホタル川においてホ

タルの生息数が少ない原因を考察した。また、ホタルサミットを主催し、多布施川水系

研究成果発表会 １月２０日（土） 研究成果の発表 
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のホタル保全のためのネットワーク作りを行った。その他、さが環境フェスティバルに

おいて、淡水魚の展示やホタル再生活動のパネル展示を行い、生物多様性に配慮したホ

タル復活の啓発を行った。 

 

    ②環境教育班 

   【内容】子どもたちに身近な環境について知ってもらうため、保育園や幼稚園を訪問し、紙芝居

やゲームを通して環境教育を実施する。 

【成果】保育園訪問や西与賀キッズクラブ、鈴虫の音楽会や１day 合宿などを開催し、子ども向

けの環境教育を行った。また、さが環境フェスティバルやさがんなかまつりなどのイベ

ントへ参加し、えこいくの活動のＰＲを行った。その他、佐賀大学内の各環境団体と連

携し九州北部豪雨募金活動にも取り組んだ。 

 

③チャリツーリズム班 

【内容】佐賀地域の自然や歴史・文化遺産を活用した観光（エコツーリズム）の確立と自転車利

用の促進を目的として、イベントでレンタサイクル事業を実施する。 

   【成果】佐賀大学に放置されている自転車の回収、修理をし、修理した自転車を佐賀インターナ

ショナルバルーンフェスタでレンタサイクルとして貸し出しを実施した。その際、自転

車で行ける距離にある飲食店などの情報を集約したマップを作成・配布し、自転車での

エコツーリズムの促進に取り組んだ。さが環境フェスティバルでは自転車の無料点検を

実施した。 

 

④シックスクール班 

【内容】シックハウス症候群の現状について学習するとともに、小中学校室内の空気測定を行い、

発生原因や対策について研究する。 

   【成果】佐賀市内の小中学校にサンプラーを設置し、ホルムアルデヒドの濃度を調査した。その

うち、主に音楽室で基準値を超えるホルムアルデヒドが検出されたため、防音加工され

た壁面からホルムアルデヒドが多く発生しているのではないかという考察に至った。ま

た音楽室は使用頻度が少ないため換気が不十分であることも原因のひとつであると考え

られる。 

 

 

 ２）インターンシップ型ＷＳ 

【派遣の法人】 

① 温暖化防止ネット（1 名） ② さが環境推進センター（1 名）  

③ 三気の会（1 名） 

 

【スケジュール】 

 

      

   ア 主な活動内容と活動成果 

 

①温暖化防止ネット 

   【内容】エコドライブ普及推進活動や環境出前講座など、すぐに実践できる省エネ活動の普及啓

発に取り組んでいる。また、環境保全活動等に取り組む市民、団体等の取り組みを PR

する機会づくりとして、さが環境フェスティバルなどのイベントを開催している。 

   【成果】県内各地で行われた燃料電池自動車の試乗会や吉野ヶ里メガソーラー発電所てるてるの

森でのソーラーカー作り体験、森林公園での「さが環境フェスティバル」など、多数の

イベントに従事した。また、活動を通して「ＣＯＯＬＣＨＯＩＣＥ」を実践することで

研究成果発表会 １月２０日 研究成果の発表 
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地球温暖化対策や光熱費削減にもつながり、日頃の小さな選択が未来を変える一歩にな

ることを学んだ。 

 

②さが環境推進センター 

   【内容】環境問題等に取り組んでいる団体、事業所と連携をしながら、まちづくり地域活性化を

推進していくことを目的に活動している。また、ごみ減量、資源の有効利用に関する情

報の発信、リユース品の販売、エコマーケットや体験イベント等を開催している。 

   【成果】エコプラザでのイベントでは糸つむぎや包丁研ぎに従事し、物を大切にすることについ

て参加者へ啓発した。また、音声課題では佐賀市循環型社会推進課の協力のもと九州北

部豪雨で発生した漂着ゴミの処理について学んだ。 

 

③元気・勇気・活気の会「三気の会」 

   【内容】自然環境が維持、保全される社会を実現するため、人と環境に優しい無農薬・無化学肥

料で安全、安心の農作物作りを目指す有機農業の普及を図っている。有機農業の田植えか

ら収穫までを体験することができる「ほんなもんぼ体験学校」では、子どもと保護者、大

学生といった幅広い年齢層の方々が参加している。 

   【成果】「ほんなもんぼ体験学校」へ参加し、地域の方と協力して農作業を行った。サツマイモや

里芋、うるち米の無農薬での栽培をとおして、環境や食の安全について学ぶことができた。 

 

 

 （５）イベント 

  ○第 46 回佐賀城下栄の国祭り「きてみん祭ビッグパレード」 

    きてみん祭ビッグパレードへ参加し、佐賀環境フォーラムのＰＲを行うとともに、環境にやさ

しい行動の実践を呼びかけた。 

 

    日  時：平成２８年８月６日（日）１３：３０～1４：００ 

    場  所：シンボルロード（佐賀銀行～バルーンミュージアム前） 

    参加人数：約８０人 

 

○平成打ち水夏の陣２０１７ 

    広く打ち水の実施を呼びかけることにより、環境に配慮する意識を向上してもらうきっかけと

した。また、市民から提供を受けた浴衣を参加者（外国人）にプレゼントをし、リユースの取り

次ぎをした。 

    日  時：平成２９年８月６日（日） 

１６：００～１６：３０  環境教育班による環境紙芝居上演 

１６：３０～１７：００  打ち水 

 場  所：佐賀商工ビル駐車場 

 参加人数：約８０人 

    

 ○２０１７さが環境フェスティバル 

    日  時：平成２９年１０月１４日（土）、１５日（日）１０：００～１６：００ 

    場  所：佐賀県立森林公園 

  ①水環境班 

身近な水辺にすむ生きもの紹介（水槽・パネル）、ホタル等の調査研究活動紹介、ホタルに関

するクイズや折り紙等の工作教室を実施。 

  ②環境教育班 

    環境紙芝居の上演、チリメンモンスター教室、ゴミ分別ゲームを実施。 
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  ③チャリツーリズム班 

    自転車の無料点検を実施。 

 

 

（６）終講式 

   【日  時】平成３０年１月２０日（日）１４：００～１７：００ 

   【修了者数】①一般 ８名（１２名中） ②法人 ３社（３社中） 

 

 

（７）公式ホームページでの活動報告について 

    平成２９年度からの取り組みとして、佐賀環境フォーラムを受講している佐大生は公式ホーム

ページに各自ワークショップの活動状況の記事を投稿することとしている。 

    URL：http://saga-kankyo.jp/ 

 


